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一

は
じ
め
に

近
年
、
道
路
、
駐
車
場
等
の
都
市
基
盤
整
備
の
遅
れ
は
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
を
背
景
に
し
た
公
益
施
設
の

郊
外
移
転
、
商
業
施
設
の
郊
外
展
開
等
と
も
相
ま
っ
て
、

中
心
市
街
地
の
衰
退
や
空
洞
化
を
進
行
さ
せ
て
い
る
。
特

に
全
国
の
商
店
街
の
空
店
舗
比
率
は
九
･
三
%
に
達
し
て

お
り
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
(図
1
)。
こ
の
よ
う
な
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
進

め
る
た
め
に
は
、
交
通
環
境
の
改
善
、
土
地
の
有
効
高
度

利
用
の
促
進
、
各
種
都
市
機
能
の
充
実
･
再
生
等
を
図
る

よ
う
市
町
村
自
ら
が
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
阻
害
す
る
ひ
と
つ
の
要
因
と

し
て
は
、
交
通
渋
滞
に
よ
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
悪

化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
人
ロ
二
万
人
以
上
の
自
治
体

に
お
け
る
商
店
街
の
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
商
店
街
の
衰
退
の
理
由
と
し
て
約
八
割
の
自
治
体
が

｢商
業
環
境
が
自
動
車
交
通
に
対
応
で
き
な
い
｣
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(図
2
)
。
こ
の
た
め
、
中
心

市
街
地
内
の
道
路
や
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
、
連

続
立
体
交
差
事
業
な
ど
に
よ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重

点
的
な
整
備
を
推
進
し
、
通
過
交
通
の
排
除
と
中
心
市
街

地
内
の
自
動
車
交
通
の
適
切
な
誘
導
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
o

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
平
成
一
〇
年
七
月
二
四
日
、

｢中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業

等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
法
律
(以
下
中
心
市

街
地
活
性
化
法
)｣が
施
行
さ
れ
、こ
れ
を
受
け
て
同
七
月
三

一
日
、｢中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
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図 1 全国の商店街の空店舗比率

(日本商工会議所 :平成9年)
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商
業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
(以
下
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
方
針
)｣
が
、
関
係
六

大
臣
に
よ
り
共
同
告
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
建
設
省
で
は
新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
お
い

て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
主
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て

位
置
づ
け
、
道
路
や
駐
車
場
等
の
活
性
化
基
盤
の
充
実
や

そ
の
他

中
心
商
業
地
の
組
織
が
十
分
で
な
い

中
心
商
業
地
の
商
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い

個
店
に
魅
力
が
な
く
商
品
の
種
類
も

不
足
し
て
い
る

中
心
商
業
地
の
商
業
者
の
経
営
意
欲
が

不
足
し
て
い
る

…中
心
部
の
商
業
環
境
が
買
い
物
空
間
と
し
て
…

…未
整
備
で
あ
る
た
め

2 都市における商業地域の実態に関するアンケート調査結果

(民間都市開発推進機構 :平成 3年)

中
心
部
に
立
地
し
て
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)
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転
し
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た
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よ
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中
心
商
業
地
に
あ
る
大
型
店
の
力
が

落
ち
た
こ
と
に
よ
る
影
響

各
種
施
設
の
立
地
に
つ
い
て
関
係
省
庁
と
連
携
し
つ
つ
、

制
度
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
取
り
組
み
を

総
合
的
か
つ
重
点
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
o

一
一
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
施
行

ー

中
心
市
街
地
活
性
化
法

中
心
市
街
地
活
性
化
法
は
、
空
洞
化
の
進
行
し
て
い
る

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
創
意
工
夫

を
活
か
し
つ
つ
、
｢市
街
地
の
整
備
改
善
｣
｢商
業
等
の
活

性
化
｣
を
柱
と
す
る
総
合
的
･
一
体
的
な
対
策
を
関
係
省

庁
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
事
業
者
等
が
連
携
し
て
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
振
興
と
秩
序
あ
る
整
備
を
図

り
、
我
が
国
の
国
民
生
活
の
向
上
と
国
民
経
済
の
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
一
〇
年
六
月
三
日
に
公
布
、

同
七
月
二
四
日
に
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
の
中
で
、
主
務
大
臣

(農
林
水
産
大
臣
･
通

商
産
業
大
臣
･
運
輸
大
臣
･
郵
政
大
臣
･
建
設
大
臣
･
自

治
大
臣
)
は
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
方
針
を
定
め

(第

五
条
)、
こ
れ
に
基
づ
き
市
町
村
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域

内
の
中
心
市
街
地
に
つ
い
て

｢市
街
地
の
整
備
改
善
及
び

商
業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計

画

(以
下
基
本
計
画
)｣
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
｢市
街
地
の
整
備
改
善
の
た
め
の

事
業
に
関
す
る
事
項
｣
と
し
て
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

(第
六
条
)。

業
環
境
が
自
動
車
交
通
に
対
応
で
き
な
い

た
め
道
路
お
よ
び
駐
車
場
な
ど
の
未
整
備



2

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
方
針
の
策
定

中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
施
行
を
受
け
、
同
法
第
五
条

に
基
づ
き
、
平
成
一
〇
年
七
月
三
一
日
、
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
方
針
が
告
示
さ
れ
た
。

こ
の
基
本
方
針
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て

進
め
ら
れ
る
市
町
村
の
主
体
的
取
り
組
み
を
、
関
係
省
庁

が
連
携
し
つ
つ
支
援
し
、
市
町
村
が
各
種
の
事
業
を
総
合

的
か
つ
集
中
的
に
実
施
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
定

め
る
も
の
で
、
基
本
計
画
に
記
載
す
る
必
要
の
あ
る
事
項

に
関
す
る
指
針
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
基
本
方
針
の
中
で
、
市
街
地
の
整
備
改
善
の
た
め

の
事
業
の
必
要
性
と
し
て
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
は
こ

れ
ま
で
中
心
市
街
地
に
お
け
る
計
画
的
な
都
市
基
盤
施
設

の
整
備
等
が
遅
れ
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴

う
道
路
、
駐
車
場
等
の
整
備
の
要
請
に
十
分
な
対
応
が
で

き
て
い
な
い
こ
と
が
そ
の
一
因
で
あ
る
と
し
て
、
中
心
市

街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
様
々
な
都
市
機
能
、
都
市
活
動
の
基
盤
と
な
る
道

路

(バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
等
を
含
む
。)、
駐
車
場
等
公

共
の
用
に
供
す
る
施
設
の
整
備
事
業
等
を
適
切
に
組
み
合

わ
せ
、
積
極
的
か
つ
強
力
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
具
体
的
な
事
業
の
内
容
と
し
て
、
道
路
、

駐
車
場
の
整
備
事
業
、
歩
行
空
間
の
整
備
、
電
線
類
地
中

化
、
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
、
連
続
立
体
交
差
事
業
等
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

三

中
心
市
街
地
活
性
化
を
支
援
す
る
道
路
整

備
中
心
市
街
地
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
の
道
路
整
備
と

し
て
、
建
設
省
で
は
以
下
の
よ
う
な
施
策
を
重
点
的
か
つ

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

(図
3
)。

図 3 中心市街地活性化のための各種の道路整備

写真 1 中心市街地活性化の
基盤となる道路の整備

1

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

中
心
市
街
地
活
性
化
の
基
盤
と
な
る
道
路
の
整
備

(写

真
1
)
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
、

り　

放
射
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
点
的
な
整
備
(写

ャ

真
2
)･
連
続
立
体
交
差
事
業
の
推
進

(写
真
3
)
に
よ

滞

り
、
通
過
交
通
の
排
除
と
中
心
市
街
地
内
の
自
動
車
交
通

の
適
切
な
誘
導
に
よ
っ
て
、
中
心
市
街
地
の
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
路
面
電
車
の
整
備
に
対
す
る
支
援
を
推
進
す
る
。

写真 2 道路ネットワークの

整備



2

駐
車
場
の
整
備

道
路
交
通
の
安
全
と
円
滑
化
を
図
り
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
、
道
路
空
間
の
活
用
、
官
民
共

同
整
備
等
に
よ
り
、
路
上
駐
車
の
著
し
い
中
心
市
街
地
の

商
業
業
務
地
区
等
に
お
い
て
、
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整

備
事
業
、
有
料
融
資
事
業
な
ど
に
よ
り
、
自
動
車
駐
車
場

の
整
備
を
推
進
す
る

(写
真
4
)。

特
に
、
民
間
施
設
と
の
一
体
的
整
備
に
よ
り
効
率
的
に

実
施
さ
れ
る
公
共
駐
車
場
の
整
備
促
進
に
係
る
貸
付
制
度

を
平
成
=

年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
新
規
要
求
し
、
駐

車
場
整
備
を
促
進
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
既
存
の
駐
車
場
の
有
効
利
用
や
、
利
用
者

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
推
進
す
る

(写
真
5
)。

ゆ
写
真
4

駐
車
場
の
整
備

参
写
真
5

駐
車
場
案
内
シ

ス
テ
ム
の
整
備

3

電
線
類
地
中
化

安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
の
確
保
、
都
市
景
観
の
向
上
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

信
頼
性
向
上
等
を
図
る
た
め
、
電
線
類
地
中
化
を
推
進
す

る

(写
真
6
)。
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写真 3 連続立体交差事業



4

中
心
市
街
地
再
生
･
再
構
築
の
た
め
の
面
整
備

化

(写
真
中
)
等
歩
行
者
が
快
適
に
回
遊
、
滞
留
で
き
る

空
き
店
舗
等
の
集
約
に
よ
る
街
区
の
再
編
や
各
種
生
活

歩
行
者
中
心
の
道
路
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

交
流
施
設
の
立
地
の
誘
導
等
を
図
る
た
め
、
土
地
区
画
整

理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
り
中
心
市
街
地
で
の

面
整
備
を
推
進
す
る

(写
真
7
)。

5

歩
行
者
中
心
の
道
路
づ
く
り

安
全
か
つ
快
適
に
買
い
物
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
幅
の

広
い
歩
道
の
整
備
(写
真
8
)、
歩
行
者
優
先
の
空
間
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

(写
真
9
)
や
歩
行
者
専
用
道
路
、

歩
車
共
存
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
目
抜
き
通
り
の
整
備
や
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

写真 8 幅の広い歩道の整備

　　　
き
ざささ癪

　　
　
　
　
　
写真 9 コミュニティ道路の整備

占 rの j 鰐、 て、 行 .用工間としたショッピングモ
ール等に、 路面電車、 バス、 あるいはトローリーバス等路面を走行
する公共交通機関を導入

蘇ンを

物

ピ
面

&

ッ
路

9

纖

セ

し

道

　　
ジ

排
車　　　　頸覇

6

道
路
空
間
の
再
構
築

バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
市
街
地
中

心
部
の
道
路
に
お
い
て
、
歩
道
の
拡
幅
･
車
道
幅
員
の
縮

小
、
修
景
等
道
路
空
間
の
再
構
築
や
、
商
業
地
域
の
駐
車

場
整
備
、
電
線
類
地
中
化
、
モ
ー
ル
化
等
地
域
の
活
性
化

を
支
援
す
る
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

四

中
心
市
街
地
活
性
化
施
策
の
推
進

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
地
元
の
創
意
工
夫
を
活
か

し
つ
つ
総
合
的
に
展
開
さ
れ
る
取
り
組
み
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク



ト
を
支
援
す
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
施
策
を
重
点
的
に

展
開
し
て
い
く
。

ー

賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業

中
心
市
街
地
の
関
係
者
と
連
携
し
市
町
村
が
策
定
す
る

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
各
種
の
道
路
整
備

(商
店
街
の
通

過
交
通
を
迂
回
さ
せ
る
バ
イ
パ
ス
、
電
線
類
地
中
化
、
モ

ー
ル
化
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
等
)
を
総
合
的
か
つ
短
期
集

中
的
に
実
施
す
る
(写
真
=
)。
平
成
=

年
度
に
お
い
て

は
約
二
五
地
区
の
中
心
市
街
地
の
商
店
街
に
お
い
て
施
策

を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

2

ニ
ー
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業

都
道
府
県
及
び
関
係
市
町
村
が
、
広
域
的
視
点
か
ら
作

成
す
る
基
本
計
画
を
、
建
設
省
及
び
通
商
産
業
省
に
お
い

て
認
定
し
、
建
設
省
の
行
う
道
路
整
備
、
電
線
類
地
中
化
、

土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
中
心
市
街
地
活
性
化
施
策
等
と
、

通
商
産
業
省
の
行
う
商
業
･
産
業
振
興
施
策
を
連
携
実
施

し
、
二
一
世
紀
に
向
け
た
活
力
圏
の
形
成
を
総
合
的
･
計

画
的
に
誘
導
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
二
七
圏
域
の
基
本

計
画
を
認
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
施
策

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

を
積
極
的
に
推
進
し
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
地

域
の
取
り
組
み
を
総
合
的
か
つ
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、
多
様
な
経
済
･
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し

つ
つ
、
積
極
的
な
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
、

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
建
設
省
で
は
関
係
省
庁
の
施
策
と
連
携

を
図
り
つ
つ
中
心
市
街
地
活
性
化
を
支
援
す
る
道
路
整
備

写真11 電線類地中化、歩道の拡幅等により、
中心市街地の賑わいを創出



参

考

へ法
令
の
あ
ら
ま
し
〉

中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び

商
業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
法
律

(法
律
第
九
二
号
)
(建
設
省
)

1

こ
の
法
律
は
、
都
市
の
中
心
の
市
街
地
が
地
域
の
経
済
及
び
社
会
の

発
展
に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
都
市
機
能
の
増
進
及
び

経
済
活
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
中
心
市

街
地
に
つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
生
か
し
つ
つ
、
市
街
地

の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活
性
化
を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
振
興
及
び
秩
序
あ
る
整
備
を
図
り
、

も
っ
て
国
民
生
活
の
向
上
及
び
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
(第
一
条
関
係
)

2

こ
の
法
律
に
よ
る
措
置
は
、
都
市
の
中
心
の
市
街
地
で
あ
っ
て
、
次

に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の

(以
下

｢中
心
市
街
地
｣
と
い
う
。)

に
つ
い
て
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
し
た
。
(第
二
条
関
係
)

H

当
該
市
街
地
に
、
相
当
数
の
小
売
商
業
者
が
集
積
し
、
及
び
都
市

機
能
が
相
当
程
度
集
積
し
て
お
り
、
そ
の
存
在
し
て
い
る
市
町
村
の

中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
市
街
地
で
あ
る
こ
と
。

□

当
該
市
街
地
の
土
地
利
用
及
び
商
業
活
動
の
状
況
等
か
ら
み
て
、

機
能
的
な
都
市
活
動
の
確
保
又
は
経
済
活
力
の
維
持
に
支
障
を
生
じ
、

又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
市
街
地
で
あ
る
こ
と
。

@

当
該
市
街
地
に
お
い
て
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活
性

化
を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
、
当
該
市
街
地
の
存
在
す
る
市
町

村
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
の
発
展
に
と
っ
て
有
効
か
つ
適
切
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

3

主
務
大
臣
は
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商

業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
(第
五
条
第
一
項
関
係
)

4

市
町
村
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
該
当
市
町
村
の
区
域
内
の
中
心

市
街
地
に
つ
い
て
、
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活
性
化
の
一

体
的
推
進
に
関
す
る
基
本
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。
(第
六
条
第
一
項
関
係
)

5

基
本
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
土
地
区
画
整
理
事
業
で
あ
っ
て
都

道
府
県
、
市
町
村
等
が
施
行
す
る
も
の
の
換
地
計
画
に
お
い
て
は
、
施

行
地
区
内
の
宅
地
に
つ
い
て
所
有
権
そ
の
他
の
使
用
収
益
権
を
有
す
る

す
べ
て
の
者
の
同
意
を
得
た
上
で
、
交
通
施
設
、
情
報
処
理
施
設
そ
の

他
の
特
定
中
心
市
街
地
の
区
域
内
の
住
民
等
の
共
同
の
福
祉
又
は
利
便

の
た
め
必
要
な
施
設
の
用
に
供
す
る
た
め
、
一
定
の
土
地
を
換
地
と
し

て
定
め
な
い
で
、
そ
の
土
地
を
保
留
地
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
し
、
そ
の
処
分
金
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

(第
七
条
関
係
)

6

地
域
振
興
整
備
公
団
は
、
基
本
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
土
地
区

画
整
理
事
業
又
は
市
街
地
再
開
発
事
業
と
併
せ
て
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
宅
地
の
造
成
と
併
せ
て
行
う
事
務
所
、
店
舗
等
の

用
に
供
す
る
施
設
の
建
設
等
、
商
業
基
盤
施
設
等
の
整
備
及
び
管
理
の

事
業
を
行
う
者
に
対
す
る
資
金
の
出
資
等
、
都
市
型
新
事
業
の
用
に
供

す
る
工
場
等
野
整
備
等
及
び
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
等
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
(第
八
条
関
係
)

7

市
町
村
長
は
、
公
益
法
人
を
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
整

備
推
進
機
構

(以
下

｢推
進
機
構
｣
と
い
う
。)
と
し
て
指
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
(第
一
○
条
関
係
)

8

推
進
機
構
は
、
中
心
市
街
地
の
整
備
改
善
に
関
す
る
事
業
を
行
う
者

に
対
す
る
情
報
の
提
供
等
、
特
定
中
心
市
街
地
の
整
備
改
善
に
資
す
る

建
築
物
等
を
基
本
計
画
の
内
容
に
即
し
て
整
備
す
る
事
業
の
実
施
又
は

参
加
、
特
定
中
心
市
街
地
の
整
備
改
善
を
図
る
た
め
に
有
効
に
利
用
で

き
る
土
地
の
取
得
等
、
中
心
市
街
地
の
整
備
改
善
に
関
す
る
調
査
研
究

の
実
施
、
そ
の
他
中
心
市
街
地
の
整
備
改
善
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
業
務
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
(第
一
一
条
関
係
)

9

市
町
村
は
、
基
本
計
画
に
お
い
て
、
駐
車
場
整
備
地
区
内
に
整
備
さ

れ
る
べ
き
主
要
な
路
外
駐
車
場
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
駐
車
場
整
備
計
画
に
お
い
て
、
当
該
路
外
駐
車
場
の

整
備
に
関
す
る
事
項
の
内
容
に
即
し
て
、
路
外
駐
車
場
の
整
備
に
関
す

る
事
業
の
計
画
の
概
要
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
(第
一
四
条
第
一
項
関

係
)

m

市
町
村
は
、
9
に
よ
り
駐
車
場
整
備
計
画
に
都
市
公
園
の
地
下
に
設

け
ら
れ
る
路
外
駐
車
場
の
整
備
に
関
す
る
事
業
の
計
画
の
概
要

(以
下

｢特
定
駐
車
場
事
業
概
要
｣
と
い
う
。)
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
当
該
特
定
駐
車
場
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
公
園
管

理
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
(第
一
四
条
第
二

項
関
係
)

□

駐
車
場
整
備
計
画
の
公
表
の
日
か
ら
二
年
以
内
に
鞘
の
特
定
駐
車
場

事
業
概
要
に
基
づ
き
都
市
公
園
の
地
下
の
占
用
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
占
用
が
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
限
り
、

公
園
管
理
者
は
、
占
用
の
許
可
を
与
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

(第
一
四
条
第
三
項
関
係
)

露

基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
特
定
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
特
定
事

業
者
は
、
当
該
特
定
事
業
に
関
す
る
特
定
事
業
計
画
を
作
成
し
、
主
務

大
臣
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
(第
一
六
条
第

一
項
関
係
)

蜷

商
工
会
、
商
工
会
議
所
又
は
特
定
会
社
若
し
く
は
公
益
法
人
で
あ
っ

て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
そ
の
他
中
心
市
街
地
に
お
け

る
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
は
、
基
本
計
画
に
中
小
小
売
商
業
高

度
化
事
業
に
係
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
を
当
該
者
と
共
同
で
実
施
す
る
と
見
込
ま

れ
る
者
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
構
想
を

作
成
し
、
こ
れ
を
市
町
村
に
提
出
し
て
、
当
該
中
小
商
業
高
度
化
事
業

高
度
化
構
想
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
た
。
(第
一
八
条
第
一
項
関
係
)

14

13
の
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
構
想
に
記
載
さ
れ
て
い
る
中
小
小

売
商
業
高
度
化
事
業
を
、
認
定
構
想
推
進
事
業
者
と
共
同
で
実
施
し
よ

う
と
す
る
者
は
認
定
構
想
推
進
事
業
者
と
共
同
で
、
単
独
で
実
施
し
よ

う
と
す
る
認
定
構
想
推
進
事
業
者
は
単
独
で
、
当
該
中
小
小
売
商
業
高

度
化
事
業
に
関
す
る
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
計
画
を
作
成
し
、
通

商
産
業
大
臣
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
(第
二

〇
条
第
一
項
関
係
)

お

通
商
産
業
大
臣
は
、
韓
の
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
計
画
が
基
本
方
針
の
う
ち
指
針
と
な

る
べ
き
事
項
の
内
容
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
当
該
中

小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
計
画
に
係
る
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
が

確
実
に
実
施
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
要
件

に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
こ
と
と
し
た
。
(第



二
〇
条
第
四
項
関
係
)

齢

産
業
基
盤
整
備
基
金
は
、
民
間
事
業
者
の
能
力
の
活
用
に
よ
る
特
定

施
設
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
第
四
〇
条
第
一
項
に
規
定

す
る
業
務
の
ほ
か
、
認
定
特
定
事
業
者
が
認
定
特
定
事
業
計
画
に
従
っ

て
行
う
特
定
商
業
施
設
等
整
備
事
業
に
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
た
め

に
発
行
す
る
社
債
及
び
当
該
資
金
の
倍
入
れ
に
係
る
債
務
の
保
証
、
日

本
開
発
銀
行
等
が
行
う
認
定
特
定
事
業
計
画
に
従
っ
て
行
う
特
定
商
業

施
設
等
整
備
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
の
日
本
開
発
銀

行
等
に
対
す
る
利
子
補
給
金
の
支
給
等
の
業
務
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

(第
二
二
条
関
係
)

"

中
小
企
業
近
代
化
資
金
等
助
成
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小

企
業
設
備
近
代
化
資
金
の
貸
付
事
業
に
係
る
貸
付
金
で
あ
っ
て
、
認
定

中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
計
画
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
設
備
に
係
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
償
還

期
間
は
、
七
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
期
間
と
し
た
。

(第
二
五
条
関
係
)

雌

中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
規
定
す
る
普
通
保
険
等
の
保
険
関
係
で
あ

っ
て
、
認
定
特
定
事
業
計
画
に
基
づ
く
特
定
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資

金
に
係
る
も
の
又
は
認
定
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
計
画
に
基
づ
く

中
小
小
売
商
業
高
度
化
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
に
係
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
保
険
の
付
保
限
度
額
の
別
枠
化
、
て
ん
補
率
の
引
き
上
げ
及

び
保
険
料
率
の
引
下
げ
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。
(第
二
六
条
第

一
項
関
係
)

埒

食
品
流
通
構
造
改
善
促
進
機
構
は
、
認
定
食
品
流
通
円
滑
化
事
業
に

必
要
に
資
金
の
借
入
れ
に
係
る
債
務
の
保
証
、
認
定
食
品
流
通
円
滑
化

事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
行
う

当
該
認
定
食
品
流
通
円
滑
化
事
業
へ
の
参
加
、
認
定
食
品
流
通
円
滑
化

事
業
を
実
施
す
る
者
の
委
託
を
受
け
て
、
認
定
特
定
事
業
計
画
に
従
っ

て
行
う
施
設
の
整
備
、
認
定
食
品
流
通
円
滑
化
事
業
を
実
施
す
る
者
に

対
し
て
行
う
必
要
な
資
金
の
あ
っ
せ
ん
及
び
こ
れ
ら
業
務
に
附
帯
す
る

業
務
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
(第
二
七
条
関
係
)

即

そ
の
全
部
又
は
一
部
の
区
間
が
中
心
市
街
地
に
在
す
る
路
線
に
係
る

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
が
当
該
事
業
の
利
用

者
の
利
便
の
増
進
を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
運
輸
省

令
で
定
め
る
も
の
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す
る
認
定
特
定
事
業
者
が
認

定
特
定
事
業
計
画
に
従
っ
て
当
該
事
業
を
行
う
に
当
た
り
事
業
計
画
の

変
更
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
道
路
輸
送
法
第

一
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
運
輸
大

臣
に
届
け
出
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
こ
と
と
し
た
。
(第
二
九
条
関
係
)

れ

貨
物
運
送
効
率
化
事
業
を
実
施
す
る
認
定
特
定
事
業
者
の
う
ち
事
業

を
実
施
す
る
者
が
事
業
協
同
組
合
等
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

認
定
特
定
事
業
者
が
認
定
特
定
事
業
計
画
に
従
っ
て
行
う
第
一
種
利
用

運
送
事
業
で
あ
っ
て
荷
主
を
認
定
特
定
事
業
者
の
構
成
員
に
限
定
し
て

行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
利
用
運
送
約
款
の
認
可
に
関
す
る
規
定
及
び

事
業
の
種
別
等
の
掲
示
に
関
す
る
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

(第
三
〇
条
第
五
項
関
係
)

盤

通
信
･
放
送
機
構
は
、
認
定
特
定
事
業
計
画
に
係
る
中
心
市
街
地
電

気
通
信
施
設
整
備
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
出
資
及
び
こ
れ
に
附

帯
す
る
業
務
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
。
(第
三
一
条
関
係
)

器

地
方
税
法
弟
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
治
省
令
で
定
め
る
地

方
公
共
団
体
が
、
認
定
特
定
事
業
計
画
又
は
認
定
中
小
小
売
商
業
高
度

化
事
業
計
画
に
係
る
商
業
基
盤
施
設
に
関
し
て
不
動
産
取
得
税
又
は
固

定
資
産
税
に
係
る
不
均
一
の
課
税
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
地
方
交
付

税
法
第
一
四
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
地
方
公
共
団
体
の
各
年
度
に
お
け

る
基
準
財
政
収
入
額
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
地
方
公

共
団
体
の
当
該
各
年
度
分
の
減
収
額
の
う
ち
自
治
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
同
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
地
方
公
共
団
体
の

当
該
各
年
度
に
お
け
る
基
準
財
政
収
入
額
と
な
る
べ
き
額
か
ら
控
除
し

た
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
(第
三
四
条
関
係
)

推す“〒や 0R 1?



務
◎嬢
※
特
集
/
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
支
援
す
る
道
路
整
備
M溌
溌
簸
溌
菱
惣
然

松
江
市
に
あ
げ
る

壷
患
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み

松
江
市
都
市
建
設
部
中
心
市
街
地
整
備
課

一
松
江
市
の
概
況

｢夕
日
が
沈
み
だ
す
と
、
水
も
空
も
驚
く
べ
き
精
妙
な

色
に
染
め
ら
れ
、
水
は
一
面
に
き
ら
め
き
と
微
光
を
た
た

え
!
!
｣

文
豪
小
泉
八
雲

(ラ
フ
カ
デ
ィ
オ

･
ハ
ー
ン
)

が
松
江
･
宍
道
湖
の
美
し
さ
を
こ
う
表
現
し
て
た
よ
う
に
、

水
の
恵
み
に
よ
る
自
然
美
が
い
っ
ぱ
い
の

｢水
の
都
･
松

江
｣
で
す

(写
真
ー
)。

一
七
世
紀
の
は
じ
め
、
湖
の
辺
に
勇
壮
な
城
が
建
て
ら

れ
、
そ
れ
を
中
心
と
し
て
街
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
の
が
松

江
市
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
松
江
城
を
囲
む
森
や
し
っ
と

り
落
ち
つ
い
た
佇
ま
い
の
街
が
、
市
内
を
縦
横
に
流
れ
る

堀
川
の
水
に
古
都
の
面
影
を
映
し
、
住
む
人
、
訪
れ
る
人

に
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
数

多
く
の
古
代
出
雲
文
化
遺
跡
、
中
世
、
近
世
の
城
阯
を
は

じ
め
と
す
る
文
化
財
に
恵
ま
れ
、
一
九
五
一
年
に
法
律
に

よ
っ
て

｢国
際
文
化
観
光
都
市
｣
と
な
り
、
現
在
、
人
ロ

ー
五
万
人
と
島
根
県
の
県
都
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
指
定

な
ど
山
陰
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
都
市
と
し
て
発

展
し
つ
つ
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

地
理
的
に
は
島
根
県
の
東
部
、
山
陰
地
域
の
中
心
に
位

置
し
、
地
形
的
に
は
東
西
に
中
海
、
宍
道
湖
と
日
本
有
数

の
湖
を
配
し
、
南
北
に
低
い
山
並
み
が
あ
り
、
中
央
を
流

れ
る
両
湖
を
結
ぶ
大
橋
川
を
取
り
巻
く
形
で
中
心
市
街
地

が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
市
街
地
は
こ
の
川
で
南
北
に
二
分

さ
れ
た
市
街
地
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す

(写
真
2
)。

商
業
的
に
は
、
商
圏
人
ロ
は
約
二
〇
万
人
と
い
わ
れ
、

二
分
さ
れ
た
市
街
地
に
あ
っ
て
南
は
J
R
松
江
駅
周
辺
、

北
は
松
江
城
や
島
根
県
庁
周
辺
に
主
た
る
商
店
街
が
存
在

し
て
お
り
、
な
か
で
も
大
型
店
舗
の
床
面
積
割
合
は
五
七

%
と
全
国
的
な
数
字
か
ら
み
る
と
や
や
高
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

写真 1 宍道湖の夕景



中
心
市
街
地
の
状
況
は
、
市
街
化
区
域
面
積
が
四
〇
年

前
と
比
較
し
、
約
二
･
四
倍
と
な
っ
た
よ
う
に
急
速
な
郊

外
化
が
進
み
、
中
心
部
の
空
洞
化
な
ど
全
国
共
通
の
都
市

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
と
く
に
商
業
で
は
、
平
成
六
年

春
に
J
R
松
江
駅
に
程
近
い
工
場
跡
地
へ
山
陰
最
大
の
売

り
場
面
積
を
持
つ
大
型
店
が
オ
ー
プ
ン
し
、
売
上
高
･
床

面
積
と
も
全
市
の
一
○
%
を
超
え
る
も
の
と
な
り
、
既
存

商
店
街
の
地
盤
沈
下
に
拍
車
を
か
け
、
中
心
部
で
営
業
し

て
い
た
大
型
店
三
店
が
相
次
い
で
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

れ
る
な
ど

｢大
型
店
舗
間
競
争
｣
と

｢地
域
間
競
争
｣
が

激
化
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
今
春
か
ら
、
こ
う
し
た
都
市
化
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
都
市
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
中
心
市
街
地

を
対
象
と
し
て
都
市
基
盤
の
整
備
改
善
と
商
業
等
の
活
性

化
を
両
輪
と
し
た
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
の

健
全
な
発
展
に
向
け
て
、
新
た
な
都
市
型
社
会
を
構
築
す

る
た
め
に
中
心
市
街
地
活
性
化
に
関
す
る
基
本
計
画
策
定

に
着
手
し
、
今
秋
策
定
を
終
え
、
継
続
事
業
に
加
え
新
た

な
事
業
に
も
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

二

中
心
市
街
地
対
策
の
取
り
組
み
の
概
略
経

過
本
市
で
は
、
昭
和
五
七
年
開
催
の
く
に
び
き
国
体
に
向

け
、
都
市
計
画
道
路
整
備
が
急
速
に
進
み
、
呼
応
す
る
形

　　　　
　　

　

　　
　
　

　ラ

　
　　

　

癒隣
濃

う

、、

わ

　

　

　

　ン

　　

　写真 3 イベントで賑わうカラコロ広場

で
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
へ
の
出
店
が
顕
著
化
し
、
中
心
部
の
地

盤
沈
下
に
拍
車
を
掛
け
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

に
対
し
、
昭
和
六
二
年
に

｢商
業
近
代
化
ロ
ー
リ
ン
グ
計

画
｣
を
策
定
し
、
商
店
街
単
位
に
様
々
な
活
動
が
開
始
さ

れ
、
中
で
も
京
店
商
店
会
は
毎
週
早
朝
ロ
ー
リ
ン
グ
委
員

会
で
研
究
･
検
討
を
重
ね
、
平
成
三
年
に
商
店
会
独
自
に

舗
装
改
良
、
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

　

た
。
行
政
の
本
格
的
取
り
組
み
は
、
こ
の
商
店
会
を
支
援

鮴

す
る
形
で
平
成
四
年
-
七
年
で

｢地
域
づ
く
り
推
進
･
京

セ行

店
周
辺
活
性
化
事
業
｣
に
取
り
組
み
、
広
場

(カ
ラ
コ
ロ

首

広
場
)、
親
水
歩
道
、
街
区
道
路
整
備
を
し
た
の
が
始
ま
り

の

で
す

(写
真
3
･
4
)。

写真 4 親水歩道

写真 2 松江市の中心市街地



引
き
続
き
、
平
成
七
年
の
国
鉄
清
算
事
業
団
用
地
取
得

を
契
機
に
、
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
の
足
掛
か
り
を
J

R
松
江
駅
前
か
ら
掴
も
う
と
平
成
八
年
度
か
ら

｢松
江
駅

前
再
整
備
事
業
｣
に
取
り
組
み
、
松
江
駅
前
広
場
整
備
、

地
下
駐
車
場
･
駐
輪
場
建
設
、
幹
線
道
路
及
び
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
に
代
表
さ
れ
る
道
路
関
係
事
業
を
主
体
と

し
た
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
区
の
核
施
設

と
な
る
松
江
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
(松
江
テ
ル
サ
)

建
設
、
近
在
の
大
型
店
と
中
小
の
小
売
店
舗
が
共
存
で
き

る
商
業
振
興
を
目
標
に
駅
前
地
区
の
広
域
商
業
地
域
化
を

図
る
べ
く
、
多
種
、
多
様
な
事
業
を
平
成
三
一年
春
の
完

成
を
目
指
し
て
、
駅
前
地
区
約
六
姫
で
一
体
的
に
展
開
し

て
い
ま
す

(図
1
)。

ま
た
、
本
市
で
は
か
ね
て
か
ら
市
街
地
の
交
通
対
策
、

と
り
わ
け
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
の
利
便
の
増
進
、
福

祉
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
南
北
循
環
バ
ス
の
連
行
や
公
共
交
通しイクラインパス

選
ぶミト

ミミ

イ

　
　　

　　

識
讓

ク
ノ

写真 6 松江堀川遊覧

　
　

　　　
　　

　

　　　ゞ

真

　　
　
　

　
　
　

　

の
結
節
点
、
停
留
所
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
加
え

て
、
国
際
文
化
観
光
都
市
と
し
て
史
跡
松
江
城
整
備
な
ど

の
施
設
整
備
と
と
も
に
、
観
光
目
的
の
市
街
地
移
動
を
容

易
に
す
る
観
光
施
設
と
駅
、
P
&
R
駐
車
場
な
ど
を
循
環

す
る
し
イ
ク
ラ
イ
ン
バ
ス
や
松
江
城
を
取
り
巻
く
堀
川
を

利
用
し
た
松
江
堀
川
遊
覧
を
開
始
す
る
な
ど
、
交
流
人
ロ

の
拡
大
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

(写
真
5
･
6
)。

三

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
の
取

り
組
み

本
市
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
制
定
の
動
き
を

見
な
が
ら
、
こ
の
四
月
に
都
市
建
設
部
に
中
心
市
街
地
整

備
課
を
設
置
し
、
計
画
策
定
に
向
け
本
格
的
取
り
組
み
を

開
始
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
法
律
の
主
旨
で
あ
る
二
つ
を
両

輪
と
し
一
体
的
推
進
を
図
る
意
味
で
、
い
ち
早
く
都
市
建

設
部
、
経
済
部
を
中
心
に
庁
内
横
断
推
進
組
織

(調
整
会

議
、
連
絡
会
)
の
立
ち
上
げ
を
行
い
、
一
体
と
な
っ
た
動

き
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
主
旨
で
あ
る
市
町
村
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
実
践
の
意
味
合
い
も
含
め
、
松
江
市

の
こ
と
は
市
行
政
に
働
く
私
た
ち
が
一
番
良
く
知
っ
て
い

る
、
と
の
意
識
と
行
政
と
し
て
の
考
え
が
な
い
限
り
議
論

も
進
ん
で
い
か
な
い
と
の
考
え
か
ら
、
市
街
地
対
策
の
考

え
を
素
案
と
し
て
六
月
末
に
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。

一
方
、
市
街
地
中
央
を
東
西
に
流
れ
る
川
で
二
分
さ
れ

た
市
街
地
に
あ
っ
て
、
今
春
橋
北
商
業
地
の
核
で
あ
っ
た

市
内
唯
一
の
デ
パ
ー
ト
が
橋
南
の
J
R
松
江
駅
前
へ
移
転

ゞ

図 1 J R 松江駅前整備イメージ図



図 3 目標の展開図

る
上
に
追
撃
を
受
け
、
一
日
も
早
い
対
応
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
取
り
組
め
る
新
た
な

事
業
は
今
年
度
後
半
か
ら
で
も
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
と

し
、
作
っ
た
素
案
を
基
に
基
本
計
画
を
自
ら
の
手
で
策
定

し
て
い
く
こ
と
と
し
、
今
夏
か
ら
設
置
し
た
商
店
街
、
商

工
会
議
所
及
び
消
費
者
代
表
、
ま
た
学
識
経
験
者
、
関
係

行
政
機
関
な
ど
で
構
成
す
る

｢松
江
市
中
心
市
街
地
対
策

協
議
会
｣、島
根
県
の
各
部
で
構
成
す
る
連
絡
協
議
会
か
ら

の
種
々
の
意
見
、
助
言
及
び
指
導
を
基
に
基
本
計
画
案
を

つ
く
り
、
さ
ら
に
国
の
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室
の
指

導
、
助
言
を
受
け
た
の
ち
九
月
に
基
本
計
画
と
し
て
ま
と

め
、
公
表
を
す
る
と
と
も
に
国
を
始
め
関
係
機
関
へ
提
出

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
継
続
事
業
は
勿
論
の
こ
と
、

遊
休
施
設
を
活
用
し
た
製
造
･
展
示
･
販
売
一
体
型
施
設

の
整
備
や
商
店
街
の
道
路
整
備
な
ど
新
た
な
事
業
に
取
り

組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
T
M
O
も
松
江
商
工

会
議
所
に
お
い
て

｢ま
ち
づ
く
り
工
房

(T
M
O
松
江
)｣

が
組
織
化
さ
れ
、
構
想
･
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

四

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
概
要

の

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

本
市
の
中
心
市
街
地
の
状
況
は
、
全
国
共
通
の
人
ロ
減

地
道
路
の
状
況
が
非
戦
災
城
下
町
特
有
の
狭
溢
な
市
街
地

道
路
が
多
く
、
ま
た
そ
れ
に
商
店
街
が
面
し
て
立
地
し
て

お
り
、
商
業
地
の
環
境
改
善
の
意
味
合
い
を
持
つ
道
路
環

境

(歩
行
環
境
)
を
中
心
と
し
た
整
備
改
善
が
急
が
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
心
市
街
地
の
状
況
に
対
し
、
基
本

計
画
で
は
図
の
と
お
り
中
心
市
街
地
対
策
の
基
本
方
針
と

し
て

｢都
市
機
能
の
更
新
と
交
通
体
系
の
再
編
｣
を
掲
げ
、

支
え
る
基
本
戦
略
を
、
①
都
市
機
能
の
更
新
、
②
商
業
機

能
の
再
編
、
③
交
通
体
系
の
再
編
の
三
つ
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
戦
略
目
標
、
具
体
的
戦
略
を
定
め
て
い
ま
す

(次
ペ

ー
ジ
図
2
参
照
)。

ま
た
、
本
市
の
中
心
市
街
地
の
目
標
は
、
各
種
圏
域
の

中
心
都
市
と
し
て
人
々
が
集
ま
る
条
件
、
地
域
資
源
･
特

色
を
活
用
す
る
観
点
な
ど
か
ら

｢複
合
的
都
市
機
能
の
拡

充

(高
次
都
市
機
能
及
び
余
暇
･
福
祉
機
能
の
拡
充
、
商

業
･
観
光
･文
化
の
共
存
)｣
と

｢公
共
交
通
の
充
実
と
歩

い
て
生
活
で
き
る
街
づ
く
り
｣
と
定
め
、
区
域
で
の
展
開

イ
メ
ー
ジ
を
図
の
と
お
り
と
し
て
い
ま
す

(図
3
)。

目
標
、
戦
略
に
基
づ
く
具
体
の
事
業
計
画
は
、
整
備
改

善
の
た
め
の
事
業
、
商
業
活
性
化
の
た
め
の
事
業
、
整
備

改
善
及
び
商
業
の
活
性
化
の
た
め
の
事
業
と
一
体
的
に
推

進
す
る
事
業
の
三
つ
に
分
け
て
お
り
、
一
体
的
に
推
進
す

る
事
業
に
公
共
交
通
の
充
実
を
柱
建
て
し
て
い
る
の
が
特

色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②

基
本
計
画
に
お
け
る
道
路
事
業

基
本
計
画
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
の
た
め
の
具

体
的
事
業
は
、
面
的
整
備
、
道
路
整
備
、
公
園
広
場
整
備
、

駐
車
場
及
び
駐
輪
場
整
備
、
河
川
整
備
及
び
住
宅
整
備
事

業
に
分
け
、
さ
ら
に
道
路
整
備
事
業
を
、
①
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
系
幹
線
道
路
整
備
、
②
都
市
計
画
道
路
整
備
、
③
一
般

道
路
整
備
、
そ
し
て
連
動
す
る
電
線
類
地
中
化
事
業
に
分

け
組
み
立
て
て
い
ま
す
。

①

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
幹
線
道
路
整
備

広
幅
員
の
都
市
計
画
道
路
整
備
を
図
る
も
の
で
、

周
辺
部
か
ら
の
中
心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易

に
す
る
と
と
も
に
、
市
街
地
内
の
移
動
を
容
易
に
す

る
循
環
線
を
形
成
す
る
も
の
。

②

都
市
計
画
道
路
整
備

区
域
内
の
都
市
計
画
道
路
の
計
画
的
な
整
備
を
図



都市 機能 ◎ 更噺

具体的戦略
1. 中心市ぞ地居住人ロの回復 傷住の推進)
①中心1癲街地での住宅供給の促進 (公営住宅供給
商店街の共同建て替え)
②中心了揃街地の住環境改善 (緑化の推進、小公園
整備、電線類の地中化)
③安心で安全な街づくり (防災対我
2. 都市機能の再編と拡充
①新たな都市機能圦 複合機能の導入
(道路整備に併せた新たな商業地の開発)
(旧日銀など大規模遊休施設、遊脳浄]地を活用し
た、製造 ･販売議そ示 ･-憲報提供 ･アミューズ
メント提供など複合機能拠点施設の構築)
(高齢者、児童福祉機能の配置)
②土地利用の誘導
便地 ･空地の活用)
③既存イベントの充実と新たなイベントの創出
3. 都市景観の創出
①商店街の良好な景観形成
②松江市のビューポイントからの醸懲寸策
夜対策 (景観照明、ウィンドウ ･シャッター対
策)

週 侭 嫌 ◎ 團編

繭襲機能 ◎ 鬮

具体的戦略
1. 対象商業の特化
①商業地の特色づくり (C . l)
広域商業の推進、観光 ･文化との共存 (伝統的
店舗の立地門酪切備)、都市居住 (高齢者) への
蛋活賎機鰯菓の確保
②商店街の街並みリニューアル
道路幣醇億に併せた、建て替え、改装の推進
(共同店舗化、テナントミックスの推進)

2. 商業地移動の容易化
①ショッピングモールバスの導入
②歩ける商業地づくり
3. T M Oによる街づくりとの ｢体推誰
①T M Oの育成とその計画への支援
4. ソフト戦略の展開
①既存イベントの充実と新たなイベントの創出
②宅配、カード化事業などの開発
③既存支援事業の充実

①面的整備による面釧拠点地区づくり
②人が集まれる 燻ぼる) 拠点の構築
③集まる人々へのアミューズメント性の提供

戦略目標
①広域商業の推進と商圏拡大
②商砦活性化軸の構築と強化
③商業機能の特化･適正配置

戦略目標
①交通アクセスの改善 多様化)
②交通手段の分散 自家用車“公共〕交藷→歩きへ
③大洗仏、ロの拡大 (ファイブミリオン催戦

具体的戦略
1‐集中的ネットワークの改善
①中心市街嫌ヘテク臥するれ““÷÷÷.･二塔-巾何
地内の都繧計画道路から蛋活道路までの計画的
集中的整備
②ウォーキングトレイル整備、電線類の地中化な
ど歩行環境の改善
③築客施設 (商業･観光･文化) 間の移動の改善
④高速交涎禰体系濫掘の推進 (高速道路)
2.公拱較通体系の整備
①パス路線の再編とバスの多機能化 (オムニバス
タウン構想事業の推進)
②螫 ･鯉便の充実、鑓ダイヤの簇
3. 交通結節点の整備
①結節点の機能強化 (J R松江駅、--畑霊鞠鴛江
温泉駅、県齦絵館前など)
②駐車場襞整纜の促進
③P & Rの推進
4 . 新たな交通システムの整備
①宍遼湖を中心とする水 r交通の開設と堀川遊覧
の充実
②ショッピングモールバスの導入



る
も
の
で
、
現
道
の
ま
ま
で
の
美
装
化
、
一
方
通
行

化
等
交
通
形
態
変
更
に
よ
る
整
備
な
ど
も
含
め
、
地

区
の
実
情
に
応
じ
た
整
備
を
取
り
入
れ
て
い
く
も
の
。

③

松
江
市
道
等
の
整
備

区
域
内
の
市
道
及
び
私
道
も
含
め
面
(ブ
ロ
ッ
ク
)

単
位
で
計
画
的
な
整
備
を
図
る
も
の
。

以
上
の
よ
う
に
、
道
路
整
備
を
面
単
位
と
線
の
組
み
合

わ
せ
で
構
成
し
て
お
り
、
面

(ブ
ロ
ッ
ク
)
は
徒
歩
一
〇

分
の
範
囲

(概
ね
五
〇
0
m
四
方
)
を
想
定
し
、
そ
の
中

を
歩
い
て
生
活
で
き
る
街
づ
く
り
を
基
本
に
歩
行
環
境
改

善
を
中
心
と
し
た
道
路
整
備
、
広
場
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
、

駐
車
場
整
備
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
線
は
、
面
と
面
を
繋
ぐ
と
と
も
に
中
心
部
の
面
集
団

へ
広
域
も
含
め
た
周
辺
か
ら
の
主
導
線
と
設
定
し
て
い
ま

す

(図
4
)。

ま
た
、
整
備
改
善
の
公
園
広
場
、
駐
車
場
、
住
宅
整
備

な
ど
の
事
業
も
道
路
整
備
と
連
動
し
た
整
備
を
計
画
し
て

お
り
、
当
然
の
如
く
、
商
業
の
活
性
化
の
た
め
の
事
業
や

一
体
的
に
推
進
す
る
事
業

(公
共
交
通
の
充
実
)
も
道
路

整
備
に
併
せ
た
共
同
建
て
替
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
推
進

な
ど
道
路
整
備
を
前
提
と
し
た
組
み
立
て
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
基
本
計
画
に
お
け
る
道
路
事
業
は
、

各
戦
略
の
根
幹
的
な
部
分
を
占
め
る
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

五

道
路
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

(市
民
参
加
と
都
市
デ
ザ
イ
ン
)

図 4 道路整備計画図

道
路
を
始
め
市
内
で
行
わ
れ
る
大
規
模
な
土
木
、
建
築

事
業
な
ど
の
多
く
が
公
共
事
業
で
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
良
好
な
都
市
環
境
･
景
観
の
創
出
は
良
質
な
公
丑
分
エ

間
を
い
か
に
創
出
す
る
の
か
が
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
る

と
い
え
、
私
的
空
間
と
公
丑
完
工間
が
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
創
出
に
は
市
民
参
加
が
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
き
ま
す
。
本
市
で
は
市
民
参
加
型
で
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
こ
と
を
契
機
に
平
成
七
年
か
ら
毎
年

｢ま
ち
づ
く
り
塾
｣
を
開
催
し
て
お
り
、
塾
生
、
O
B
を

中
心
に
所
々
に
市
民
の
自
主
的
な
街
づ
く
り
組
織
が
で
き
、

活
発
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
平
成
一
〇
年
二
月
か
ら
市
民
参

加
型
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
推
進
す
る
た
め
、
①
都
市
デ
ザ

イ
ン
の
方
向
を
検
討
し
、
そ
の
目
標
を
設
定
す
る
、
②
都

市
デ
ザ
イ
ン
の
道
具
箱

(公
共
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
指
針
)

づ
く
り
の
検
討
、
③
公
共
施
設
の
計
画
に
対
し
都
市
デ
ザ

イ
ン
の
視
点
か
ら
意
見
提
案
を
行
う
、
④
市
民
が
都
市
デ

ザ
イ
ン
に
参
加
す
る
窓
口
と
し
て
中
心
的
役
割
を
果
た
す

事
を
主
役
割
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
委
員
会
と
市
民
の
関
係
は
図
5
の
と
お
り
で
、

委
員
会
へ
提
案
で
き
る
市
民
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
キ
ン
グ
が
市

図 5 デザイン委員会と市民との関係
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民
参
加
の
役
割
を
担
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

道
路
事
業
に
お
い
て
も
、
主
要
な
、
特
色
あ
る
地
区
の

道
路
整
備

(市
街
地
の
東
西
軸
を
形
成
す
る
都
市
計
画
道

路
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
道
路

感ぜゞシを
療
渓

な
ど
)
の
計
画
を
市
民
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
キ
ン
グ
に
題
材
を

提
供
し
、
最
終
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
か
ら
の
提
案
を
受
け
、

設
計
へ
の
反
映
、
地
元
協
議
、
事
業
実
施
と
い
う
形
で
進

め
て
い
ま
す
。
市
民
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
キ
ン
グ
は
、
毎
回
四

写真 7 デザインワーキング風景

0
名
程
度
の
参
加
者
で
図
6
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
グ

ル
ー
プ
単
位
で
ワ
ー
キ
ン
グ
を
展
開
し
、
デ
ザ
イ
ン
委
員

会
へ
提
案
を
し
て
い
ま
す

(写
真
7
)。

こ
う
し
た
市
民
参
加
の
手
法
は
、
一
見
回
り
道
の
よ
う

に
思
え
ま
す
が
、
市
民
各
界
各
層
の
意
見
を
踏
ま
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
対
地
元
へ
の
説
明
等
も
明
快
に
行
え
、
ス

ム
ー
ズ
な
事
業
化
が
図
れ
、
実
は
近
道
で
あ
る
と
感
じ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
各
種
の
題
材
を
委
員
会
へ
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

六

お
わ
り
に

以
上
、
本
市
の
取
り
組
み
、
考
え
方
な
ど
の
一
端
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
空
洞
化
が
進
み
つ
つ
あ

る
中
心
市
街
地
に
対
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な

対
応
を
早
急
に
開
始
す
れ
ば
、
必
ず
や
再
生
し
て
い
く
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
は
、
官
民
挙
げ
た
も

の
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず

道
路
整
備
に
代
表
さ
れ
る
公
共
サ
イ
ド
が
先
導
的
に
口
火

を
切
る
こ
と
が
肝
要
で
、
伴
う
民
事
業
も
一
体
的
に
動
き

だ
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
、
本
市
も
引
き
続
き
中
心
市
街

地
再
生
に
向
け
た
各
種
の
取
り
組
み
を
強
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。



溌
◎沸
嬢
特
集
/
車
心
市
街
地
の
活
性
化
を
支
援
す
る
道
路
整
備
W溌
溌
簑
懇
溌
惣
の

『郡
山
市
嘩
患
市
街
地
活
性
化
暮
春
計

5
複
合
的
都
市
機
能
を
持
っ
た
聖
心
市
街
地
の
形
成
~

郡
山
市
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
室

一

は
じ
め
に

◎

郡
山
市
の
概
況

郡
山
市
は
、
福
島
県
の
中
央
に
位
置
し
、
七
三
一
･
○

五
姪
と
全
国
で
三

番
目
の
広
大
な
市
域
と
、
人
ロ
三
三

万
二
千
人
を
有
す
る
地
方
中
核
都
市
で
す
。

国
士
的
に
は
、
首
都
圏
と
東
北
地
方
そ
し
て
太
平
洋
側

と
日
本
海
側
と
の
結
節
点
に
あ
た
り
、
東
北
縦
貫
及
び
東

北
横
断
自
動
車
道
、
国
道
四
号
及
び
四
九
号
、
ま
た
、
J

R
東
北
新
幹
線
、
東
北
本
線
、
磐
越
東
･
西
線
、
水
郡
線

が
ク
ロ
ス
し
、
そ
し
て
わ
ず
か
三
〇
分
の
距
離
に
あ
る
、

福
島
空
港
等
の
高
速
交
通
体
系
の
要
衝

｢陸
の
港
｣
と
し

て

｢交
流
と
連
携
｣
を
基
本
に
着
実
に
発
展
を
続
け
て
い

ま
す
。

②

中
心
市
街
地
の
現
況

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
本
来

｢ま
ち
の
顔
｣
で

あ
り
、
｢ま
ち
の
発
展
｣を
支
え
て
き
た
中
心
市
街
地
に
お

い
て
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
居
住
人

口
の
減
少
や
空
き
店
舗
の
増
加
等
に
伴
い
、
急
速
な
空
洞

化
が
進
ん
で
お
り
、
一
刻
も
早
く
そ
の
積
極
的
な
対
応
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

③

中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み

標指

こ
の
た
め
、
郡
山
市
に
お
い
て
は
、
中
心
市
街
地
の
空

診

洞
化
に
対
し
、
い
ち
早
く
対
応
す
る
こ
と
が

｢行
政
の
最

洞

大
鬆

｣
と
の
観
点
か
ね

本
年
四
月
テ

ロ
ジ
エ

総

ク
ト
で
あ
る
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
室
を
設
置
し
、
広

瀉

く
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
市
の
自
主
作
成
に
よ
り
中

中

心
市
街
地
の
整
備
改
善
と
商
業
活
性
化
の
一
体
的
推
進
を

劃

図
る
、
｢郡
山
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
｣を
取
り

居 住 人 ロ
( S 55年
、
H 10年対比)

%

%

鯏
蠣

)

△
)

+

狄
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臥
N
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512
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街
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ま
と
め
、
八
月
三
日
に
は
、
国
の
中
心
市
街
地
活
性
化
推

進
室
へ
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
官
･
民
が
一
体
と
な
り
、
空
洞
化
が
進
む
中

心
市
街
地
に
お
い
て
、
郡
山
駅
西
ロ
第
一
種
市
街
地
再
開

発
事
業
等
を
核
に
、
周
辺
都
市
及
び
地
域
と
の
連
携
を
図

る
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り

ま
た
、
市
街
地
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
、
都
市
内

道
路
整
備
、
駐
車
対
策
、
加
え
て
、
車
と
歩
行
者
が
共
存

し
賑
わ
い
の
あ
る
道
路
空
間
づ
く
り
を
重
点
施
策
に
掲
げ
、

街
な
か
の
総
合
的
な
再
生
･
再
構
築
を
図
り
、
魅
力
と
活

力
あ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

′

図置位

二

道
路
整
備
の
基
本
方
針
と
現
況

㈲

道
路
整
備
の
基
本
方
針

道
路
整
備
は
、
都
市
の
発
展
を
支
え
る
街
創
造
の
原
点

で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
新
し
い
文
化
と
産
業
を
も

た
ら
し

｢街
｣
を
近
代
的
な
都
市
へ
と
発
展
さ
せ
た
大
き

な
原
動
力
と
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
郡
山
市
第
四
次
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、

道
路
整
備
を

｢内
外
と
の
連
携
を
強
め
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
｣
と
し
て
掲
げ
、
ク
ロ
ス
す
る
高
速
自
動
車

国
道
の
束
･
西
･
南
･
北
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
た
、

四
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
地
域
開
発
へ
充
分
に
活
用
し
、

国
道
、
県
道
等
の
広
域
的
な
幹
線
道
路
の
整
備
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
都
市
内
の
幹
線
道
路
を
整
備
し
、
良
好
な

道
路
体
系
を

｢未
来
を
拓
く
道
｣
と
し
て
、
総
合
的
に
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②

郡
山
市
の
道
路
現
況

平
成
九
年
四
月
一
日
現
在
の
道
路
現
況
は
、
高
速
自
動

車
国
道
二
路
線
三
二
･四
如

(整
備
率
一
〇
0
%
)、
国
道

四
路
線
九
九
･三
如

(整
備
率
一
〇
0
%
)、
県
道
四
一
路

線
三
二
0
･七
如

(改
良
率
八
÷
八
%
、
舗
装
率
九
六
･

二
%
)
と
な

っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
市
道
に
つ
い
て
は
全
体
九
、
二
九
四
路
線
、
路

線
延
長
三
、
五
三
八
･
八
畑
の
内
、
広
い
市
域
面
積
域
等

の
関
係
か
ら
、
改
良
率
四
一
･
三
%
、
舗
装
率
五
○
･
0

%
で
あ
り
、
道
路
全
体
で
は
、
改
良
率
四
六
･
五
%
、
舗



表 2 郡山市の道路現況総括表 (平成 9年 4月 1日現在)

道路種別 緻
補
路
(

長

)
延
如

実

(

改 良 済 舗 装 済

延長(km) 改良済(%) 延長(km) 舗装済(%)

高速自動車国道 り乙 翔 盟 100
･
0 鰍 100

.
0

国

道

指 定 区 間 2 79
,
8 79

.
8 100

･
0 79

.
8 100

.
0

指 定 区 間 外 2 19
,
5 19

.
5 100

･
0 19

.
5 100

.
0

冒す▲ 4 99
.
3 99

.
3 100

.
0 99

.
3 100

･
0

県

道

主 要 地 方 道 16 177
.
8 邸 郷 露 鰕

一 般 県 道 25 142
.
9 繊 郁 鰻 郷計 41 320
.
7 劾 瑯 綴 搬

市

道

幹線( 1 ･ 2 級) 166 483
.
1 靭

雙
猟

そ の 他 9
,
128 3

,
055
,
7

繊 紘 芻計 蛾 総 巍 節 蹴 即合 計 9
,
341 3

,
991
,
2

蹴 僑 怨 瓢

装
率
五
五
･
四
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

全
国
と
の
比
較
で
見
る
と
、
平
成
八
年
四
月
現
在
の
デ

ー
タ
に
お
い
て
、
改
良
率
に
つ
い
て
は
県
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
も
の
の
、
全
国
平
均
よ
り
約
二
ポ
イ
ン
ト
、
ま
た

舗
装
率
に
つ
い
て
は
、
約
一
五
ポ
イ
ン
ト
低
い
状
況
で
あ

り
、
今
後
重
点
的
に
整
備
促
進
を
図
る
も
の
で
す
。

三

道
路
等
整
備
状
況

=

地
域
高
規
格
道
路
｢郡
山
西
環
状
道
路
｣

一
般
国
道
四
号
線
は
、
東
北
地
方
と
首
都
圏
を
結
ぶ
大

動
脈
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
東
北
の
玄

関
口
と
も
い
え
る
郡
山
市
の
中
心
部
に
発
生
す
る
交
通
渋

滞
を
解
消
す
る
た
め
、
郡
山
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
昭
和
五

九
年
度
よ
り
、
整
備
を
図
り
、
平
成
七
年
度
に
全
線
暫
定

二
車
線
に
よ
る
供
用
が
図
ら
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
、
地
域
発
展
の
核
と
な
る
都
市
圏
の
育
成
や
地
域

相
互
の
交
流
促
進
、
空
港
等
広
域
交
通
拠
点
と
の
ア
ク
セ

ス
向
上
の
た
め
、
地
域
高
規
格
道
路
｢郡
山
西
環
状
道
路
｣

と
し
て
、
総
延
長
一
七
･
二
如
区
間
が
計
画
的
に
整
備
さ

れ
て
お
り
、
本
年
一
二
月
八
日
に
う
ね
め
高
架
橋
が
供
用

さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
効
果
は
、
本
市
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

標準横断図

側道 歩道

路道状環西　

　

　

　
　

　

郡

,



②

広
域
物
流
拠
点
の
整
備

郡
山
市
は
、
流
通
機
能
の
向
上
と
道
路
交
通
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
、
平
成
九
年
二
月

｢流
通
業
務
施
設
の
整
備

に
関
す
る
基
本
方
針
｣
を
基
本
に
積
極
的
に
流
通
業
務
市

街
地
を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

鬮
郡
山
市
流
通
業
務
団
地
建
設
事
業

流
通
需
要
の
増
大
に
対
応
し
、
首
都
圏
へ
の
ダ
ブ
ル
ル

ー
ト
高
速
道

(東
北
縦
貫
道
･
同
横
断
道
)
の
起
点
と
な

る
広
域
物
流
拠
点
の
充
実
を
図
る
た
め
、
郡
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
隣
接
地
に
、
運
送
業
、
卸
売
業
等
の
集
積
を

図
る
も
の
で
す
。

･
事
業
面
積

二
五
･
五
姫

･
総
事
業
費

八
七
億
円

･
完
成
年
度

平
成
一
二
年
度

皿
郡
山
市
総
合
地
方
卸
売
市
場
建
設
事
業

生
鮮
食
料
品
流
通
の
円
滑
化
と
供
給
を
図
る
た
め
、
郡

山
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
周
辺
に
、
新
地
方
卸
売
市
場

を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

･
事
業
面
積

二
0
･
八
鹿

･
総
事
業
費

一
九
二
億
円

･
完
成
年
度

平
成
一
三
年
度

③

都
市
計
画
道
路

郡
山
市
の
都
市
計
画
道
路
は
、
七
一
路
線
･
延
長
一
九

九
･
九
七
如
で
あ
り
、
こ
の
内
改
良
済
は
、
九
0
･
九
四

皿

(進
捗
率
四
五
･
五
%
)、
ま
た
概
成
済
は
、
六
0
･九

七
如

(進
捗
率
三
○
･五
%
)
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
七
六
･

○
%
の
進
捗
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
手
法
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
基
本
に
整
備
し

て
い
る
が
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
基
盤
と
な
る
環
状
道

路
･
放
射
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
、

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

四

中
心
市
街
地
の
整
備

◎

郡
山
駅
西
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

郡
山
市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の

｢起
爆
剤
｣

と
し
て
、
平
成
一
三
年
四
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

｢郡
山

駅
西
ロ
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
｣
に
着
手
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
郡
山
駅
西
ロ
の
約
三
鹿
の
区
域
を
郡
山
市
の

表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
地
区
と
す
る
た
め
、
駅
前
広
場
を

現
在
の
約
二
倍
の
二
万
一
、
三
〇
〇
評
に
拡
張
し
、
交
通

結
節
点
と
し
て
の
機
能
と

｢水
と
緑
｣
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
精
神
に
基
づ
き
、
い
こ
い
と
や
す
ら
ぎ
が
感
じ

ら
れ
る

｢杜
｣
空
間
と
し
て
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

交
流
の
場
と
な
る
駅
西
ロ
再
開
発
ビ
ル
に
つ
い
て
は
、
地

上
二
四
階
、
地
下
一
階
、
高
さ
が
約
一
三
三
m
と
県
内
で

最
も
高
い
ビ
ル
と
な
り
ま
す
。

再
開
発
ビ
ル
の
用
途
は
、
一
階
か
ら
五
階
が
商
業
施
設
、

六
階
、
七
階
が
行
政
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
図
る

う
え
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
･図
書
コ
ー
ナ
ー
･

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
･
会
議
室
等
、
八
階
か
ら
一
四
階
が
定

時
制
･
通
信
制
課
程
を
併
せ
も
つ
県
立
高
等
学
校
、
一
五

階
か
ら
二
〇
階
が
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
と
し
て
事
務
所
施
設
、

最
上
階
に
は

(仮
)
ふ
れ
あ
い
科
学
館
を
設
け
る
と
と
も

に
、
八
階
建
て
の
駐
車
場
を
併
設
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
二

一
世
紀
の
郡
山
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

整
備
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　　

〆、
ふ
こ

"
、こ
ご

~い
き
“

さ
ん
↓

　
　
　

　

　
　
　

職
＼さ
も

　
　
　
　

郡山駅西口第一種市街地再開発事業イメージバース



の

郡
山
市
郡
山
駅
西
口
駐
車
場

郡
山
駅
を
中
心
と
す
る
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
駐

車
場
の
不
足
に
よ
る
路
上
駐
車
や
こ
れ
ら
に
よ
る
道
路
混

雑
等
に
よ
り
、
商
業
機
能
の
低
下
が
著
し
い
た
め
、
有
料

融
資
事
業
を
活
用
し
、
本
年
七
月
一
八
日
に
公
共
駐
車
場

を
開
場
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

･
駐
車
場
形
式

自
走
式
立
体
駐
車
場

地
上
四
階
五
層

･
駐
車
台
数

五
三
〇
台

･
総
事
業
費

三
四
億
二
千
万
円

　 　　　　　　　　　 　

　 　 　　　 　 　 　

　　 　　　　
　　　　　　　

　　　　

郡山市郡山駅西口駐車場

五

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の

中
心
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
活
性
化
推
進

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

①

基
本
的
な
考
え
方

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
空
洞
化

の
進
む
中
心
市
街
地
の
再
生
に
向
け
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

本
市
発
展
の
歴
史
の
な
か
で
、
そ
の
中
心
を
担
っ
て
き
た

中
心
市
街
地
の
再
構
築
で
あ
り

｢街
の
顔
｣
を
取
り
戻
す

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
い
ま
ま
で
蓄
積
し
た
社
会
資
本
を
十
分
に

活
用
し
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た

｢ま
ち
｣
を

取
り
戻
す
た
め
の
方
策
を
明
確
に
し
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
の
基
本
計
画
は
、
｢水
と
緑
が
き
ら
め
く
未
来
都
市

郡

山
｣
の
将
来
都
市
像
の
も
と
、
本
市
発
展
の
礎
と
な
っ
た

安
積
開
拓
に
命
を
か
け
た
先
人
達
の
情
熱
と
開
拓
者
精
神

を
受
け
継
ぎ
、
間
近
に
迫
っ
た
二
一
世
紀
を
見
据
え
、
独

自
の
歴
史
･
文
化
･
伝
統
･
風
土
な
ど
に
配
慮
し
た
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
保
し
な
が
ら
、
市
民
参
加
と
連
携
を

基
本
に
、
官
･
民
が
一
体
と
な
り
、
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
す
。

②

活
性
化
に
向
け
た
基
本
理
念

｢人
｣
を
主
人
公
に
し
た
、
人
が
住
み
、
働
き
交
流
す
る

｢生
活
空
間
と
し
て
の
市
街
地
｣
を
舞
台
に
、
地
域
の
自

立
を
促
進
し
、
｢水
と
緑
｣
に
よ
る
歴
史
や
文
化
を
基
調
に

し
た
、
誇
り
の
持
て
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
中
心
市
街
地
を
総

合
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

②

中
心
市
街
地
の
位
置
及
び
区
域

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
拠
点
地
区
の
整
備
を

｢交
流

と
連
携
｣
を
基
本
に
、
各
拠
点
の
機
能
及
び
役
割
分
担
を

明
確
に
し
、
秩
序
あ
る
市
街
地
整
備
を
進
め
、
全
体
的
に

調
和
の
と
れ
た
都
市
形
成
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
中
心
市
街
地
の
区
域
は
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
郡
山
西
ロ
再
開
発
事
業
や
中
町
第
一
地
区
再
開
発

事
業
等
、
駅
周
辺
の
商
業
業
務
等
が
集
積
し
て
い
る
七
三

m
を
重
点
整
備
地
区
と
し
、
駅
北
地
区
か
ら
、
郡
山
南
拠

点
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
ま
で
を
｢交
流
と
業
務
機
能
｣

を
中
心
と
し
た
南
北
軸
に
、
ま
た
二
一
世
紀
記
念
公
園
、

水
と
緑
が
き
ら
め
く
シ
ン
ボ
ル
軸
整
備
事
業
区
域
か
ら
風

土
記
の
丘
整
備
事
業
区
域
ま
で
を

｢歴
史
と
文
化
｣
の
東

西
軸
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ら
軸
線
を
包
含
す
る
約
九
〇
〇

加
を
活
性
化
の
対
象
区
域
と
し
て
い
ま
す
。

③

中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商

業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
の
目
標

複
合
的
機
能
を
持
っ
た
中
心
市
街
地
の
形
成

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
都
市
居

住
の
推
進
、
商
業
機
能
の
再
編
、
生
活
･
交
流
機
能
の
導

入
等
に
よ
り
、
新
た
な
生
活
･
交
流
の
場
と
し
て
、
賑
わ

"水
と
緑
と
人
が
き
ら
め
く
未
来
都
市

郡
山
“
の
創
造

に
む
け
て



北ル
ー1◎
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郡山南拠点

覊

働
･
交

育
･
学
･
交

交

住
･
育

《生活空間の創造》

『住む、 育つ、 学ぶ、

働く、交流する』

　　　　　　
*都市景観

-ソフ ト 剛難曲
ロロ′□･円占桂了土也“つ汚雪唯圭三イヒ

活性化全体目標像

位置及び区域図

い
･
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
の
事
業
推
進
の
目
標
は
、
｢都
市
基
盤
整
備
｣、
｢商
業

の
振
興
｣、
｢居
住
環
境
整
備
｣、
｢公
共
公
益
施
設
整
備
｣

の
四
本
柱
を
基
本
に

｢都
市
景
観
｣、
｢環
境
｣
に
配
慮
し

た

『複
合
的
都
市
機
能
の
導
入
』
に
よ
る
中
心
市
街
地
の

構
築
と
し
ま
す
。

④

市
街
地
の
整
備
改
善
の
た
め
の
事
業
に
関
す
る
事
項

.進
む
都
市
義
務
整
備

-

郡
山
駅
西
ロ
地
区
や
中
町
地
区
の
再
開
発
事
業
、
大
町

地
区
の
街
な
か
再
生
事
業
、
郡
山
南
拠
点
土
地
区
画
整
理

鯛

事
業
、
二
一
世
紀
記
念
公
園
整
備
事
業
等
の
大
型
プ
ロ
ジ

セ行

エ
ク
ト
の
ほ
か
、
道
路
、公
園
、河
川
、下
水
道
の
整
備
等
、

道

生
活
関
連
整
備
事
業
を
連
携
さ
せ
、
具
体
的
に
四
二
事
業

2　　　

の
実
施
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。



☆
商
店
街
活
動
の
促
進

(イ
ベ
ン
ト
、
共
同
事
業
)

☆
商
業
振
興
に
向
け
た
環
境
整
備

･
賑
わ
い
の
あ
る
街
な
み
整
備

･ ☆ ☆ ☆… ☆
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

ま
た
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
、
大
町
横
塚
線
、

本
町
谷
地
林
線
等
の
都
市
計
画
道
路
整
備
を
計
画
的
に
整

備
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

･
重
点
整
備
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
軸
形
成

･
｢四
核
構
想
｣
の
連
携
を
図
る
歩
行
者
軸
の
形
成

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
、
モ
ー
ル
化
)

･
重
点
整
備
地
区
と
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

道イテセ 98.12 23

表 3 事業推進の目標

◎

商
業
活
性
化
の
た
め
の
事
業
に
関
す
る
事
項

こ
の
た
め
、
郡
山
駅
西
ロ
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

;
!
ぢ

l
;
≦
‐
▲!
-
‐“｢
$
:
そ
}
:
]

-

が
進
展
し
て
い
る
駅
北
核
、
ま
た
駅
南
核
、
中
町
核
、
大

口業
環
境
と
回
遊
性
を
高
め
た
商
業
集
積
の
形
成

-
町
核
い
わ
ゆ
る

｢四
核
｣
の
連
携
と
回
遊
性
を
高
め
る
た

駅
前
大
通
り
を
中
心
に

｢国
道
四
号
線
｣
ま
で
広
が
る

め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

商
業
地
を
重
点
整
備
地
区
と
し
、
既
存
の
商
店
街
や
核
的

り
事
業
と
し
て
、
電
線
類
の
地
中
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道

大
型
店
の
充
実
･
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
商
業
集
積
の
整

路
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
及
び
モ
ー
ル
化
を
図
り
、
安
全
な

備
を
推
進
し
、
居
住
機
能
、
公
共
公
益
機
能
、
交
流
機
能

生
活
環
境
の
確
保
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
交
通
結
節
点

等
が
有
機
的
に
結
合
し
た
拠
点
地
区
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

と
し
て
、
郡
山
駅
西
口
広
場
及
び
同
東
ロ
広
場
の
整
備
、

生

活

空

間

の

創

事 業 名 目 標

都

市

基

盤

①市街地開発事業

②道路整備事業

③駅前広場整備事業

④公園 ･緑地 ･親水河川

⑤下水道事業

⑥駐車場整備事業

⑦駐輪場整備事業

⑧物流拠点整備事業

⑨新駅設置事業

土地の高度利用、 公共施設の適正配置

地域高規格道路 ･環状道路 ･都市内道路賑

わいのある歩行者ネットワークの形成 ･歩

行者中心の道路づくり

交通結節点の整備

潤いのある環境の形成

安全で快適な生活環境整備

交通の円滑化、 集客力の向上

都市景観の改善、 歩行者に優しい道路空間

物流の効率化、 都市内交通の排除

街づくりと連携した鉄道サービスの高度化

居
住
環
境

①中心市街地活性化住宅

②優良建築物整備事業

③人にやさしいまちづくり事業

多様な世帯を対象とした、 都市居住の促進

公共空間と優良な建築物の整備

バリアフリー化

公
共
公
益

①郡山駅西ロ再開発ビル

②久米邸整備事業

③県産業交流館

都市型サービス機能の充実 (市民プラザ ･

生涯学習 ･科学館 ･県立高校)

歴史と文化の魅力あるまちづくり

コンベンションシティの推進 (交流拠点の整

備)

ソ
フ
ト･

①都市景観形成事業

②彫刻のあるまちづくり事業

統一的な街並み景観の形成

｢うるおい｣ と ｢やすらぎ｣ のあるまちづ

くり

表 4 拠点地区の形成

拠点地区 事 業 機 能

駅 北 核
郡山駅西ロ第一種市街

地再開発事業
商業、公共公益、
交流

駅 南 核
中町 ･駅北核と連携す

る商業核既存機能更新
商業、交流

中町 核
郡山中町第一地区第一

種市街地再開発事業
商業、交流

大 町 核
中町 ･駅北核と連携す

る商業核再整備
商業、交流



六

お
わ
り
に

地
方
都
市
に
お
い
て
は
、
国
家
経
済
の
量
的
拡
大
に
よ

る
発
展
の
限
界
が
見
え
て
き
た
現
在
、
都
市
間
競
争
の
激

化
に
対
し
、
明
確
な
都
市
像
い
わ
ゆ
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
国

で
は
建
設
省
等
関
係
省
庁
の
連
携
に
よ
る

｢中
心
市
街
地

整
備
改
善
活
性
化
法
｣
が
去
る
七
月
末
に
施
行
さ
れ
、
時

を
同
じ
く
本
市
で
は
、
八
月
三
日
に
、
広
く
市
民
の
意
見

を
組
み
入
れ
た
全
庁
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
｢郡
山
市
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
｣
を
国
の
中
心
市
街
地
活
性

化
推
進
室
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

本

｢基
本
計
画
｣
の
策
定
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

市
民
の
共
通
認
識
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
官
･
民
総
意

の
醸
成
に
よ
り
、
市
民
の
関
心
が
大
き
く
高
ま
っ
て
き
て

お
り
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
郡
山
駅
西
ロ
第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
や
街
な
か
再
生
事
業

(大
町
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
)
及
び
モ
ー
ル
化
事
業
等
が
着
実
に
進
展
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
本

｢基
本
計
画
｣
策
定
を
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
契
機
と
し
て
と
ら
え
、
二
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
、

社
会
･
経
済
･
生
活
活
動
が
一
層
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

展
開
し
、｢わ
が
ま
ち
郡
山
と
し
て
誇
れ
る
個
性
あ
る
田
方

都
市
｣
の
実
現
化
に
向
け
、
街
な
か
の
総
合
的
な
再
生
･

再
構
築
を
図
り
、
魅
力
と
活
力
の
あ
る
中
心
市
街
地
の
形

成
を
目
指
し
、
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

･
商
業
施
設
整
備
事
業

･
個
店
の
質
の
向
上

◎

市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業
の
活
性
化
の
た
め
の

事
業
の
一
体
的
推
進
の
た
め
に
必
要
な
事
項

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
官
･
民
総
意
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
行
い
、
今
後
積
極
的
に
各
種

事
業
の
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

①
市
民
･
事
業
者
の
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
地
域
懇
談
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催
に

よ
る
意
識
の
啓
発
事
業
。

②
商
業
者
･
住
民
及
び
各
種
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
体
制
の
整
備
。

③
国
･
県
ほ
か
関
係
団
体
と
の
連
携
の
強
化

の
三
点
を
掲
げ
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
各
種

施
策
を
総
合
的
、
一
体
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

重点整備地区



北
海
道
開
発
馬
の
冬
期
道
路
管
理
の
取
り
組
み

伊
藤

清

治

期
路
面
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

寒
冷
な
季
節
風
に
強
く
影
響
さ
れ
る
た
め
、
冬
期
の
気
温

一

は
じ
め
に

国
土
面
積
の
約
二
二
%

(北
方
領
土
を
含
む
)
を
占
め

約
六
〇
〇
万
人
が
住
む
北
海
道
は
、
広
大
な
土
地
に
都
市

が
散
在
す
る
広
域
分
散
型
社
会
を
形
成
し
て
お
り
、
都
市

間
距
離
が
長
く
、
か
つ
、
旅
客
や
貨
物
な
ど
の
交
通
輸
送

に
お
け
る
道
路
へ
の
依
存
度
が
非
常
に
高
い
地
域
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
北
海
道
開
発
局
で
は
国
道
の
安
全
で
円
滑

な
冬
期
モ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
を
目
指
し
て
、
除
排
雪
の
強
化

及
び
防
雪
･
消
雪
施
設
の
整
備
等
、
種
々
の
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。

ま
た
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
規
制
に
伴
い
、
平
成
四
年

度
冬
よ
り
都
市
部
を
中
心
に
非
常
に
滑
り
や
す
い
雪
氷
路

面
に
対
応
し
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
前
提
と
し
た
冬

さ
ら
に
、
現
在
の
冬
道
対
策
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
情

報
通
信
技
術
の
活
用
、
道
路
管
理
者
相
互
の
連
携
強
化
、

及
び
各
種
機
械
の
開
発
･
改
良
を
進
め
、
よ
り
効
果
的
、

効
率
的
な
施
策
と
な
る
よ
う
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
の
両

面
か
ら
総
合
的
な
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

な
お
、
平
成
八
年
一
月
の
札
幌
圏
を
襲
っ
た
豪
雪
の
体

験
よ
り
、
異
常
気
象
時
の
体
制
強
化
と
情
報
収
集
提
供
機

能
の
さ
ら
な
る
強
化
を
目
指
し
た
対
応
も
進
め
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
冬
期
交
通
の
安
全
確
保
に
向
け

た
最
近
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

二

冬
期
道
路
管
理
の
現
状

印

冬
期
の
気
象
特
性

北
海
道
の
冬
期
間
の
気
象
は
、
シ
ベ
リ
ア
大
陸
か
ら
の

は
非
常
に
低
く
な
る
o

厳
冬
期
の
一
i
二
月
に
は
、
同
じ
雪
国
で
あ
る
本
州
の

積
雪
地
帯
で
、
平
均
気
温
が
プ
ラ
ス
ニ
ー
三
度
な
の
に
、

北
海
道
で
は
最
高
気
温
の
平
均
値
で
さ
え
氷
点
下
と
な
る

と
こ
ろ
が
多
く
、
月
平
均
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
八
-
マ
イ
ナ

ス
四
度
と
本
州
の
山
岳
地
帯
に
相
当
す
る
寒
さ
と
な
っ
て

い
る
。

北
海
道
で
は
気
温
が
低
い
こ
と
か
ら
路
面
が
ア
イ
ス
バ

ー
ン
に
な
り
や
す
く
、
ま
た
、
雪
質
が
軽
い
こ
と
か
ら
飛

雪
し
や
す
い
た
め
、
吹
雪
等
に
よ
る
視
程
障
害
の
発
生
し

や
す
い
気
象
条
件
に
な
っ
て
い
る
o

ま
た
、
北
海
道
内
に
お
い
て
も
気
象
条
件
が
異
な
り
積

雪
の
期
間
も
違
う
こ
と
か
ら
、
各
地
域
に
応
じ
て
適
時
、

適
切
な
雪
寒
対
策
を
用
い
、
効
率
的
、
効
果
的
に
事
業
を


